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七
月
三
十
日
、
第
三
回

北
海
道
風
車
ま
つ
り
（
藤

田
実
行
委
員
会
長
）
が
、

と
ま
ま
え
夕
陽
ヶ
丘
未
来

港
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
午
前
十
時
の
花

火
と
同
時
に
、
苫
前
鱗
萃

会
の
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
ボ
ウ
ケ
ン
ジ

ャ
ー
シ
ョ
ー
や
大
型
ふ
わ

ふ
わ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
に
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど

を
満
喫
し
た
。
ま
た
、
午

後
か
ら
は
、
歌
謡
シ
ョ
ー

が
開
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｙ
Ａ
、
魅
惑
の
ビ
バ
ー
チ

ェ
、
ラ
ス
ト
は
函
館
出
身

で
「
氷
雨
」
の
ヒ
ッ
ト
曲

で
著
名
な
佳
山
明
生
の
熱

唱
と
ゆ
か
い
な
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
各
種
団
体
が
出

店
し
た
屋
台
村
は
、
売
れ

切
れ
店
が
続
出
す
る
賑
わ

い
を
み
せ
た
。
最
後
に
大

も
ち
ま
き
大
会
が
行
わ

れ
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の

一
日
を
終
え
た
。

今
回
は
、
風
車
ま
つ
り

と
田
舎
で
あ
そ
ぼ
う
体
験

版
（
千
葉
商
工
会
青
年
部

長
）
水
産
ま
つ
り
（
年
代

苫
前
支
所
長
）、
漁
港
パ

ネ
ル
展
（
道
開
発
局
）
が

連
携
し
、
来
場
者
約
五
千

人
は
、
二
倍
も
三
倍
も
、

お
祭
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。

ビバーチェのステージ

ボウケンジャーショーに子どもたちも参加

田舎であそぼう　ポニー乗馬

ホーストレッキング風車コース

ヨーヨーつりに挑戦

苫前鱗萃会によるYOSAKOI

子どもたちに大人気のボウケンジャー

2006テレビ朝日・東映ＡＧ・東映

佐々木清隆さん（字苫前）と佳山明生さんのデュエット!?

フィナーレの大もちまき
ビバーチェにOKサイン
十川猛さん（字香川）

水産まつり屋台

佳山明生ショー

SHINYAショー

くま獅子少年団（町無形文化財第1号）

ポートン、ベイクリンと記念写真

とままえ風の花畑会場

第3回北海道風車まつり とままえ
風の花畑第3回北海道風車まつり



まつりだ！祭りだ！わっしょい！ワッショイ！

広報とままえ　８月号　3頁

七
月
五
日
か
ら
苫
前
神

社
祭
を
皮
切
り
に
、
力
昼
、

古
丹
別
と
十
三
日
ま
で
、

熱
き
ま
つ
り
は
続
き
、
町

内
は
、
祭
り
一
色
に
染
ま

っ
た
。

苫前信金前にて　弁天御輿

海上渡御にて 苫前神社前にて

古丹別大通りにて

祭典子ども相撲

祭典少年野球子ども踊り山祭典パークゴルフ大会

北るもい漁組苫前支所前にて

苫前信金前にて

苫前漁港にて



広報とままえ　８月号　4頁

１
２
０
名
が
出
席
し
た

地
域
を
見
守
る
住
民
の
集
い

七
月
二
十
日
、
町
公
民
館
で
、
苫
前
町
・
町
教
育
委
員
会
・
町
青
少
年
問
題
協
議
会
・
町
防
犯
協
会
が
主

催
と
な
り
、「
平
成
十
八
年
度
地
域
を
見
守
る
住
民
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代
表
し
て
森
町
長
が
、
幼
い
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
凶
悪
犯
罪
か
ら
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
が
協
力
し
て
自
ら
の
手
で
、
防
犯

対
策
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
日
頃
か
ら
ご
近
所
の
お
子
さ
ん
に
、
あ
い
さ
つ
の
声
掛
け

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
と
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
の
皆
様
が
一
体
と
な

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
と
挨
拶
を
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
講
師
の
小
笠
原
英
之
さ
ん
（
士
別
市
南
中
学
校
ポ
パ
イ
の
会
初
代
会

長
）
が
「
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に
“
お
や
じ
”
が
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
お
や
じ
の
役
割
に
つ
い

て
講
演
し
、
町
教
育
委
員
会
学
校
管
理
課
の
本
田
係
長
よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
要
請
、
大

水
教
頭
（
苫
小
）
と
永
沼
教
頭
（
古
小
）
よ
り
学
校
の
取
り
組
み
状
況
の
事
例
発
表
を
行
い
、
最
後
に
羽
幌

警
察
署
刑
事
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
の
菊
池
主
任
よ
り
「
不
審
者
発
見
の
た
め
の
着
眼
点
と
そ
の
対
応
方

法
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
約
二
時
間
三
十
分
の
集
い
が
終
了
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
十
月
の
国
政
調
査

員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
国
政
調
査

に
連
続
十
一
回
従
事
し
た
ほ
か
、
五

十
四
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
、
通

算
六
十
五
回
の
各
種
統
計
調
査
に
従

事
し
、
そ
の
任
務
を
確
実
に
遂
行
し

て
き
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
昭
和

四
十
七
年
ま
で
の
三
年
間
は
、
土
地

改
良
区
監
事
と
し
て
活
躍
し
昭
和
四

十
七
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
ま
で
、

同
理
事
及
び
代
表
幹
事
と
し
て
土
地

改
良
受
益
者
の
経
済
的
、
社
会
的
地

位
の
向
上
並
び
に
水
田
の
基
礎
整
備
、

生
産
力
の
増
進
に
努
め
、
水
田
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
残
し
て
お
り
、
北

海
道
土
地
改
良
連
合
会
会
長
賞
外
十

五
回
の
表
彰
歴
が
あ
る
。

七
月
十
三
日
、
来
庁
さ
れ

て
、
戦
後
間
も
な
い
頃
は
、

農
家
を
一
軒
一
軒
訪
ね
た

り
、
吹
雪
の
中
、
か
ん
じ
き

を
履
い
て
回
っ
た
こ
と
な
ど

の
苦
労
話
し
や
五
月
十
七
日

に
東
京
で
行
わ
れ
た
伝
達
式

の
様
子
な
ど
の
報
告
し
た
。

ま
た
、「
町
振
興
の
た
め

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
、
一
般
寄
付
を
森
町

長
へ
手
渡
し
た
。

地域の皆様へ
最近子どもたちを狙った凶悪犯罪が全国的に発生しています。
苫前町では、凶悪犯罪から子どもたちを守っていくために、「子ども
の安全を守る緊急アピール」を示し、各学校をはじめ、地域の皆様へ
協力を要請します。子どもたちの安全を守るには、地域の皆様の協力
が必要です。皆様のご協力をお願いします。

「子どもの安全を守る緊急アピール」
近年、全国的に学校・通学路などで子どもたちに危険がおよぶ事件
が後を絶たず、子どもの命が脅かされている事態に憂慮を禁じ得ませ
ん。
子どもたちは、地域で育ちます。子どもたちが安心して育つ環境が
地域・学校・家庭にあることが必要です。このような状況を踏まえ、
町では、学校を中心に防犯ブザーの配布、学校ボランティアによる見
守り活動、子ども110番の家・緊急避難場所の設置、下校指導などの必
要な対策をとっております。
しかし、どんな対策よりも、地域の眼に勝るものはありません。こ
のたびの緊急アピールは、学校を中心とした子どもの安全を守る、見
守り活動の輪を広げるため、多くの住民の皆様に対し、子どもの様子
に目配り、気配りをお願いしたく、要望するものです。
地域ぐるみで子どもの安全を守る運動に、是非、ご協力下さい。

平成１８年７月　　　苫　　前　　町　　長　森　　　利　男
苫前町教育委員会教育長　廣　瀬　功　直

藍
綬
褒
章
を
受
賞

平
井
金
太
郎
さ
ん
（
東
川
）

統
計
調
査
一
筋
の
功
績
に
栄
誉

地 域 を 見 守 る 住 民 の 集 い 開 催
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七
月
十
二
日
、
古
丹
別
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
愛
好
会
（
青
木
幸
隆
会
長
）
が
、

古
丹
別
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
コ
ー
ス
看
板
を
町
へ
寄
贈
し

た
。平

成
九
年
よ
り
使
用
し
て
い
た
コ

ー
ス
看
板
の
老
朽
化
が
進
み
、
危
険

性
も
若
干
出
て
き
た
た
め
、
愛
好
会

が
自
ら
修
繕
す
る
こ
と
を
決
め
た
も

の
で
あ
る
。

当
日
は
、
青
木
会
長
ら
三
名
が
リ

バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス
に
訪
れ
、
伊
藤

社
会
教
育
課
長
（
施
設
長
）
に
コ
ー

ス
看
板
十
八
コ
ー
ス
分
が
寄
贈
さ
れ

た
。

左から青木さん、関さん、丹羽さん、伊藤課長

ヨーヨー釣りに熱中

鳥串・ぶた串準備Ｏｋ ダーツコーナー

コ
ー
ス
看
板
を
寄
贈

古
丹
別
愛
好
会

コ
ー
ス
看
板
を
寄
贈

古
丹
別
愛
好
会

七
月
十
五
日
、
十
六
日
、
苫
前

商
業
高
校
（
眞
屋
岩
男
校
長
）
で
、

学
校
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
十
六
日

の
日
曜
日
は
、
一
般
公
開
さ
れ
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
父
兄
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
射
的
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
型
抜
き
や
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
、
串

焼
き
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
、
う
ど
ん
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
い
っ
ぱ
い
の
模
擬
店
が
、
学
校

前
の
駐
車
場
狭
し
と
軒
を
連
ね
、

家
族
づ
れ
や
子
ど
も
た
ち
は
、
お

祭
り
気
分
を
満
喫
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
各
学
年
ご
と
に

発
表
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
一
年
生

は
、
Ｃ
Ｍ
集
と
ダ
ン
ス
、
二
年
生

は
、「
欽
ち
ゃ
ん
の
仮
装
大
賞
」

を
鮮
明
に
再
現
し
た
。
ま
た
、
三

年
生
は
、
べ
タ
ド
ラ
マ
と
ダ
ン
ス

で
、
各
学
年
と
も
、
観
客
を
沸
か

せ
て
い
た
。

地
域
と
と
も
に
煌き
ら

め
く

ジャンケン引分け 

40アッパーズ 

古
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
‘
Ｓ
 

苫
前
商
業
高
等

学
校
野
球
部
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

橋

場

朱
連
会
＆
朱
乱
会
 

お
た
ん
こ
ナ
ー
ス
 

ハ
イ
ソ
ー
ズ
 

40
ア
ッ
パ
ー
ズ
 

ト

リ

プ

ル

パ

ワ

ー

ズ

61574166202

44710

74 七
月
二
十
三
日
、
前
日
の
雨
天
の

影
響
も
あ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

主
催
者
で
あ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
員
や
苫
商
高
野
球
部
員
（
村
木
、

渡
辺
両
教
諭
）
の
早
朝
か
ら
の
積
極

的
な
協
力
も
あ
り
、
古
丹
別
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
、
町
営
球
場
の
整
備
も
間

に
合
い
、
定
刻
ど
お
り
開
会
式
が
行

わ
れ
た
。

最
初
に
前
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
橋
場
が
優
勝
旗
を
返
還

し
、
五
反
田
久
副
会
長
が
挨
拶
、
谷

口
宏
司
さ
ん
（
ト
リ
プ
ル
パ
ワ
ー
ズ

チ
ー
ム
）
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
各

会
場
で
第
一
試
合
の
プ
レ
イ
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

優
勝
は
、
接
戦
の
末
、
ウ
イ
リ
ア

ム
ズ
橋
場
の
二
連
覇
を
阻
止
し
た
40

ア
ッ
パ
ー
ズ
の
初
優
勝
と
な
っ
た
。

40
ア
ッ
パ
ー
ズ
の
勝
因
は
、
七
月

に
六
十
歳
の
還
暦
祝
い
を
し
た
ば
か

り
と
言
う
西
裕
正
監
督
。
な
ん
と
、

初
戦
か
ら
決
勝
戦
ま
で
の
三
試
合
す

べ
て
を
完
投
し
た
。
西
監
督
は
「
選

手
で
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
」
と
謙
そ
ん
し
て
い
た
が
、

早
く
も
次
は
、
九
月
の
町
民
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
と
言
っ
て
い
た
。

40
ア
ッ
パ
ー
ズ
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
橋
場
の
二
連
覇
を
阻
止

第
二
十
七
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第41回苫商祭 テーマ「煌輝」みんなが煌く時間

フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ン

優勝旗が授与された石川捕手と西投手・天谷会長

きら きら
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西
川
加
代
子
さ
ん
（
字
九
重
）
が
第
四
回
北
海
道
遺
産
絵
手
紙
・
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
し
、
全
国
か
ら
応
募
総
数
三
百
八
十
八
点
の
中
か
ら
、
入
選
作

品
三
十
点
に
入
選
し
、
そ
の
中
で
も
上
位
六
点
に
入
る
、
自
治
体
賞
（
苫
前
町

長
賞
）
を
受
賞
し
た
。

主
催
は
、
北
海
道
遺
産
構
想
推
進
協
議
会
。
入
選
作
品
は
、
六
月
三
十
日
か

ら
七
月
九
日
ま
で
紀
伊
国
屋
書
店
札
幌
本
店
二
階
で
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。

作
品
は
岡
田
番
屋
と
日
本
海
の
荒
波
と
風
車
を
表
現
し
た
も
の
。

西
川
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
心
の
こ
も
っ
た
絵
手
紙
を
作
成
し
て
行
き
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

みずから守る自分の命

着衣泳教室開催される

「
汗
と
涙
の
や
ん
衆
番
屋
」

北
海
道
遺
産
絵
手
紙
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

絵
手
紙
の
部
で
自
治
体
賞
受
賞

入選作品「汗と涙のやん衆番屋」

苫小3、6年生と古小3年生

苫中2年生

学
校
教
育
と
社
会
教
育
で
事

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い

る
、
学
社
融
合
事
業
の
一
環
と

し
て
、「
着
衣
泳
教
室
」
が
、
七

月
三
日
と
二
十
四
日
に
、
苫
中

二
学
年
、
苫
小
三
、
六
学
年
、

古
小
三
学
年
を
対
象
に
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
た
。
講
師
は
、
町
教

育
委
員
会
の
下
田
社
会
教
育
主

事
。毎

年
全
国
で
夏
休
み
に
多
く

発
生
し
て
い
る
水
難
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
小
中
学
生
を
対
象
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

海
や
川
な
ど
で
転
落
し
た
、

も
し
も
の
場
合
に
備
え
、
自
ら

の
命
を
守
る
方
法
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
を
使
っ
て
浮
く
方

法
（
ラ
ッ
コ
浮
き
）
な
ど
を
真

剣
に
学
ん
だ
。

苫
前
保
育
園
で
水
遊
び

夏
本
番



役
場
野
球
部
（
天
皇
賜
杯
）

オ
イ
ラ
ー
ズ
（
国
　
　
体
）
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挨拶する平野理事長

役場野球部
監督宮野亘、主将神永正輝、松原泰司、川村直己、村上武志、
石田尚克、名畑克則、工藤純司、佐藤靖幸、助石静治、
板橋宏希、中山靖志、宇佐美知也、小笠原伴実、大川尚希、
鴨田誠、田島一史、内田亮人、山際信博、
マネージャー後藤奈美子、鍵山美佳

苫前オイラーズ
監督運上慎悟、主将泉泰仁、瀬川信昭、小野好、酒井丈幸、
田沢収、年代博、前田良徳、加藤修、山田裕一、竹花靖弘、
磯崎功、島田信宏、松原泰司、本田毅、横内直樹、金子智宏、
川村高

七
月
二
日
、
天
皇
賜
杯
第
六
十
一

回
全
日
本
北
北
海
道
大
会
留
萌
地
区

予
選
大
会
が
、
天
塩
町
営
グ
ラ
ン
ド

で
決
勝
戦
が
開
催
さ
れ
、
松
原
投
手

の
好
投
と
堅
い
守
備
陣
で
、
二
対
一

で
優
勝
を
決
め
、
七
月
二
十
八
日
か

ら
中
標
津
町
で
、
各
地
区
か
ら
代
表

十
五
チ
ー
ム
が
集
ま
る
、
北
北
海
道

大
会
に
出
場
す
る
。

こ
の
大
会
の
成
績
は
、
平
成
九
年

の
ベ
ス
ト
四
が
最
高
で
あ
る
。
今
回

も
六
花
亭
（
帯
広
）
な
ど
の
優
勝
常

連
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
が
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
勝
利
を
目
指
し
て
い

る
。

七
月
十
六
日
、
第
六
十
一
回
国
民

体
育
大
会
（
成
年
）
留
萌
地
区
予
選

大
会
が
、
羽
幌
町
営
球
場
で
決
勝
戦

が
開
催
さ
れ
、
酒
井
投
手
（
Ｊ
Ａ
苫

前
）
の
好
投
と
横
内
（
苫
前
郵
便
局
）

選
手
の
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
ー
サ
ヨ
ナ
ラ

打
に
よ
り
優
勝
を
決
め
た
。
八
月
三

日
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
、

二
十
五
チ
ー
ム
が
根
室
市
で
行
わ
れ

る
全
道
大
会
に
出
場
す
る
。

国
体
の
成
年
大
会
は
、
四
十
歳
以

上
で
な
け
れ
ば
、
選
手
登
録
資
格
が

な
い
た
め
、
選
手
は
全
員
四
十
歳
以

上
、
最
高
齢
選
手
は
、
六
十
三
歳
の

小
野
好
選
手
。
全
道
大
会
の
合
い
言

葉
は
「
ケ
ガ
な
く
一
勝
」
と
の
事

全道大会
出　　場

役
場
野
球
部
（
天
皇
賜
杯
）

オ
イ
ラ
ー
ズ
（
国
　
　
体
）
七
月
十
二
日
、
長
島
町
の
土
地

改
良
区
役
職
員
十
九
名
が
役
場
を

表
敬
訪
問
し
た
。
平
野
久
克
理
事

長
が
「
苫
前
町
と
は
友
好
町
を
締

結
し
て
か
ら
二
十
五
年
経
過
し
た

が
、
苫
前
町
民
の
皆
様
の
優
し
さ

や
親
切
を
、
来
る
度
に
感
じ
て
い

ま
す
。
町
長
時
代
に
は
、
職
員
に

対
し
て
、「
苫
前
町
の
優
し
さ
と
親

切
を
学
べ
」
と
い
つ
も
話
し
て
い

た
。
ま
た
、「
長
島
町
は
合
併
し
て

桑
名
市
と
な
っ
た
が
、
土
地
改
良

区
は
、
単
独
で
事
業
展
開
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
た
。
一
行
は
、

ふ
わ
っ
と
に
宿
泊
し
旅
の
疲
れ
を

お
と
し
、
交
流
を
深
め
た
。

友
好
町
の
三
重
県
長
島
町
の
土

地
改
良
区
十
九
名
が
表
敬
訪
問

七
月
十
九
日
、
第
十
九
回
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
が
、
苫
前
町
役

場
に
到
着
、
目
的
は
「
核
の
な
い

平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
」
「
反

戦
・
反
核
・
平
和
闘
争
」
で
あ
る
。

今
年
は
、
十
七
日
に
幌
延
町
を

三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
出
発
し
た
。

留
萌
管
内
は
、
天
塩
、
遠
別
、
初

山
別
、
羽
幌
と
平
和
の
火
を
つ
な

ぎ
苫
前
町
へ
や
っ
て
来
た
。

役
場
前
で
引
き
継
ぎ
集
会
を
開

催
し
、
平
和
を
脅
か
す
動
き
に
対

し
て
、「
皆
さ
ん
の
力
で
核
も
戦
争

も
な
い
平
和
な
社
会
を
つ
く
っ
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

こ
の
後
、
役
場
青
年
部
三
名
が
、

平
和
の
火
ラ
ン
ナ
ー
と
な
っ
て
、

小
平
町
へ
引
き
継
い
だ
。

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

七
月
二
十
四
日
午
後
六
時
よ
り
、

苫
前
町
、
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
で
、「
聞
こ
え
に
関
す
る

研
修
会
」
が
、
役
場
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。
看
護
職
や
ヘ
ル
パ
ー
、

施
設
職
員
な
ど
、
現
場
で
働
く
方

を
対
象
に
三
十
四
名
が
出
席
し
た
。

講
師
は
、
北
海
道
立
心
身
障
害

者
総
合
相
談
所
玉
重
詠
子
言
語
聴

覚
士
。

玉
重
さ
ん
は
、
聴
こ
え
が
悪
い

と
い
っ
て
も
、
耳
の
ど
こ
の
部
位

が
傷
害
さ
れ
て
い
る
か
で
も
回
復

が
違
う
、
ま
た
、
難
聴
の
タ
イ
プ

に
よ
っ
て
は
、
補
聴
器
で
は
聞
き

取
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
。
聴
こ

え
が
悪
い
方
と
会
話
す
る
と
き
は
、

口
元
が
よ
く
見
え
る
位
置
か
ら
話

す
・
ゆ
っ

く
り
、
は

っ
き
り
話

す
な
ど
の

ア
ド
バ
イ

ス
も
入
れ

た
講
演
を

行
っ
た
。

聴
こ
え
に
関
す
る

研
修
会
開
催

玉重講師



広報とままえ　８月号　8頁

お
達
者
ク
ラ
ブ
で

料
理
教
室
開
催

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
丹
羽
正
己
会
長
）
主
催
の
お
達
者
ク
ラ
ブ

が
、
七
月
十
一
日
に
旭
親
和
会
員
を
対
象
に
、
旭
克
雪
セ
ン
タ
ー
調
理

室
で
開
か
れ
、
十
四
日
に
は
、
岩
見
親
和
会
員
を
対
象
に
、
岩
見
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
企
画
し
た
も
の
。

最
初
に
町
の
鍵
山
栄
養
士
が
「
肉
や
魚
中
心
の
食
事
に
な
り
が
ち
な

の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
植
物
繊
維
を
含
ん
だ
緑
黄
色
野
菜
な
ど
の
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
が
大
事
」な
ど
栄
養
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
、
野
菜
を
切
っ
た
り
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
を
ゆ
で
た

り
、
調
味
料
を
計
っ
た
り
し
な
が
ら
、
調
理
に
挑
戦
し
た
。
完
成
後
は
、

み
ん
な
で
昼
食
を
兼
ね
て
の
試
食
会
を
行
い
交
流
を
深
め
た
。

七
月
十
九
日
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
イ
ス
三
台
が
寄
贈
さ
れ
、

贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
は
、
三
十
二
市
町
村
に
六
十
五
台
が
寄
贈

さ
れ
た
。

こ
の
車
イ
ス
は
、
川
村
サ
イ
ク
ル
製
の
ア
ル
ミ
自
走
用
Ｋ
２
０
２
Ｂ

ー
４
０
型
の
折
り
た
た
み
式
で
、
十
三
、
九
キ
ロ
と
軽
量
で
あ
る
。

贈
呈
式
で
は
、
町
農
協
の
花
井
忠
昭
組
合
長
か
ら
、
濱
本
哲
也
町
社

会
福
祉
協
議
会
長
に
手
渡
さ
れ
た
。
濱
本
会
長
は
、「
高
齢
化
が
進
み
、

足
の
不
自
由
な
方
も
増
え
て
い
る
。
寄
贈
は
大
変
あ
り
が
た
く
、
大
切

に
有
効
に
活
用
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

旭親老人クラブ会員の皆さん

岩見親和会老人クラブ員の皆さん

左から大矢根副会長、工藤副会長、濱本会長
花井組合長、安友道信連旭川支所長

北
海
道
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
・
町

農
業
協
同
組
合
が
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

車
イ
ス
を
寄
贈

七
月
七
日
、
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ

（
木
全
澄
子
代
表
）
三
名
が
、
七
十

歳
以
上（
六
月
末
現
在
百
六
十
四
名
）

の
一
人
暮
ら
し
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
下
さ
い
と
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
（
濱
本
哲
也
会
長
）
を
訪
れ
た
。

寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
避
難
用
の
リ

ッ
ク
袋
で
、
着
用
し
な
く
な
っ
た
着

物
な
ど
を
利
用
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の

六
名
が
約
一
ヶ
月
を
か
け
五
十
袋
を

作
成
し
た
。
見
た
目
も
鮮
や
か
で
、

軽
く
、
避
難
時
の
最
低
限
度
の
も
の

は
簡
単
に
収
ま
る
大
き
さ
で
あ
る
。

今
後
、
高
齢
者
事
業
団
の
「
声
か

け
運
動
」
を
と
お
し
て
、
随
時
独
居

老
人
に
全
員
に
配
布
さ
れ
る
。

手
作
り
の

避
難
袋
を
寄
贈
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ
宝くじ文化公演 緒形拳ひとり舞台「白野

しらの

」

日　時　11月5日（日） 開場18:30 開演19:00

会　場　苫前町公民館講堂

入場料　大人2,500円（当日3,000円）

中学生以下1,000円（当日1,500円）

主　催　苫前町、苫前町教育委員会、(財)自治総合センター

協　力　北海道演劇財団

後　援　北海道新聞社、北海道文化放送(株)

とままえ舞台鑑賞友の会

緒形拳、初のひとり芝居は、師・島田正吾の代表作「白野弁十郎」!! この記念すべき公演を苫前町で味わうことが出来ます。

子育てメールマガジン配信事業　モニター募集

このたび苫前町では文部科学省の委託を受け
て、ITを活用した新しい形の家庭教育支援事業
を試験的に実施することとなりました。
この事業は、携帯電話やパソコンの電子メール
を使って、みなさまに子育てに関するいろいろ
な情報をお知らせしようというものです。また、
子育てに関する疑問や悩みについて電子メール
を使って気軽に相談することができる窓口も設
けます。
現在、この事業にモニター参加していただけ
る方を募集しています。たくさんのみなさまか
らのお申し込みをお待ちしております。

◎宝くじの助成により通常料金の約半額
となっております。
◎前売りで完売した場合は、当日券はご
ざいません。
◎未就学児童のご入場はご遠慮ください。

前売り開始は、
8月25日（金）
前売り開始は、
8月25日（金）

苫　前／苫前福祉センター　とままえ温泉ふわっと　セイコーマート苫前　(有)柴田商店
古丹別／苫前町公民館　セイコーマート古丹別　まさだ亭　花井商店　くすりの新光堂
力　昼／年代商店　
羽幌町／羽幌町立中央公民館　(株)旭屋書店　マツヤデンキ羽幌店豊島理容院
その他／各市町村教育委員会（中央公民館・文化センター）

【チケット取扱い】

≪募集要項≫
◇事業期間　9月から12月までの　4ヶ月間
◇事業内容　・週1回のメール配信

・電子メール等による子育て相談
◇申込期限　8月31日（木）までに申し込んでください。
◇申込方法　携帯電話（パソコンでもＯＫ）から下記のアドレスあ

てに、件名を「モニター希望」とした空の電子メール
を送信してください（苫前町のホームページ上からも
申し込みができます。）。
メール送信先　shakai@town.tomamae.lg.jp

◇その他　　みなさまのメールアドレスは個人情報保護法に従い、
適正に管理されるとともに、この事業以外の目的に使
用されることはありません。

第29回町民マラソン大会

期　日　９月１０日（日）<小雨決行> 受付：８時３０分　　開会式：９時００分
会　場　苫前商業高等学校グラウンド　<コース>高校～小川方面折返し
対　象　子どもから高齢者まで
種　目　マラソン（親子1km、一般3km又は5km）

ウォーキングの部（4kmまで自由に設定)
参加料　一般男女の部のみ　１人200円
申込み　９月６日(水)までに苫前町公民館へ電話または直接申し込んでください。
その他　小中学生（2km・3km・5km）は、学校での申し込みとなります。



Dr.小野の処方せん 

広報とままえ　８月号 10頁

今
月
の
担
当
は
福
澤
保
健
師
で
す
。 
『
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に
つ
い
て
』 

健　　康 
ばんざい 

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
と
い

う
寄
生
虫
が
肝
臓
に
寄
生
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

完
全
に
治
す
に
は
手
術
で
切
除
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
は
あ
ま
り
支
障
が
で
な
い

た
め
、
発
見
が
遅
れ
気
づ
い
た
と
き
に
は
悪
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
が
寄
生
し
た
キ
ツ
ネ
や
そ
の
糞
を
直
接
触
っ
た
り
、
糞

に
汚
染
さ
れ
た
山
菜
や
沢
水
を
そ
の
ま
ま
口
に
す
る
と
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
飼
い
犬
や
猫
が
野
ネ
ズ
ミ

を
食
べ
て
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
＝
キ
ツ
ネ
で
は
な
く
、
犬
や
猫
か
ら
人
に
感
染
す
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

予
防
方
法
に
つ
い
て

①
外
出
の
後
は
よ
く
手
を
洗
う
。

②
野
生
の
果
物
や
山
菜
な
ど
は
、

よ
く
洗
う
か
十
分
加
熱
を
加
え
て
か
ら
食
べ
る
。

③
沢
水
や
小
川
の
水
な
ど
、
な
ま
水
は
飲
ま
な
い
。

④
キ
ツ
ネ
に
餌
付
け
を
し
な
い
、
家
に
近
づ
け
な
い
よ
う
残
飯
や
生
ご
み
は

放
置
せ
ず
適
切
に
処
理
す
る
。

⑤
犬
・
猫
が
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
放
し
飼
い
は
や
め

る
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
は
？

皆
さ
ん
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

⑥
五
年
に
一
度
、
町
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
を
必
ず
受
け
る
。（
平
成
十

八
年
度
の
対
象
地
区
は
上
平
・
三
豊
・
港
・
栄
浜
地
区
で
す
。）

苫
前
町
で
は
、
総
合
健
診
と
同
日
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
地
区
の
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

後
日
改
め
て
回
覧
致
し
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

☆
番
外
編
☆

い
よ
い
よ
夏
本
番
！

そ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い
の
が
水
分
補
給
で
す
。

人
間
の
体
の
六
十
％
は
水
分
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
水
分
が
欠
乏
す
る

と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
が
現
れ
ま
す
。
約
一
％
の
欠
乏
な
ら
の
ど
が
渇
く

程
度
で
す
が
、
五
％
に
な
る
と
疲
労
・
吐
気
・
手
足
の
震
え
・
頭
痛
な
ど
が

お
こ
り
、
二
十
％
以
上
で
は
生
命
の
危
険
に
陥
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣

病
を
持
っ
て
い
る
人
で
は
病
気
の
悪
化
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
普
段
あ
ま
り
水
を
飲
ま
な
い
人
も
た
く
さ
ん
汗
を
か
く
夏
季
は
、
特
に

水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
水
分
が
必
要
だ
か
ら
と
い
っ
て
冷
た
い
水
だ
と
、
胃
腸
が
冷
え

て
消
化
能
力
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
夏
ば
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

一
番
お
す
す
め
な
の
は
温
か
い
物
を
少
し
ず
つ
飲
む
こ
と
で
す
。
た
だ
、

暑
い
の
で
ど
う
し
て
も
冷
た
い
水
が
飲
み
た
く
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、

口
に
少
し
だ
け
含
ん
で
、
口
の
中
で
水
を
少
し

温
め
て
か
ら
、
飲
む
よ
う
に
す
れ
ば
随
分
と
変

わ
り
ま
す
。

ま
た
、
暑
い
夏
に
は
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ

ー
ル
も
欲
し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
し
か
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
に
は
体
の
中
の
水
分
が

必
要
で
、
飲
ん
だ
ア
ル
コ
ー
ル
の
一
・
五
倍
以

上
が
尿
と
と
も
に
排
泄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

夏
ば
て
を
感
じ
た
ら
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

運動は心臓、肺、筋肉の機能を強化する他、肥満を改善し血糖や血圧を下げ又ＨＤＬコレステロールを増やす効果
があり成人病の予防治療に有効です。障害者では残された機能の回復・維持のため、筋力・バランス能力・持久力・
体力の向上を目指します。結果として介護予防となる為、簡単な体操が紹介されています。
運動療法の種類としては、全身を使う運動・歩行・ジョギング・水中歩行・水泳・サイクリング・エアロビなどが
良いでしょう。中でも歩行は手軽にできるため、理想的です。胸を張り、背筋を伸ばす。腹を引き締め、膝・脚を伸
ばす。歩行は、かかとから着地し、つま先で地面をける。歩幅は広めにします。成人病予防の為には４０～６０％程
度の運動強度、適正な脈拍数１３８－（年齢÷２）とされています。一般には運動の時期は食後１～２時間に、時間
は３０分以上、頻度は週２日以上、できれば３日以上が勧められます。
１日８０００歩以上が必要です。その目的は長期的な運動で筋肉量や筋肉を流れる血液の量を増やし、その他全身
の細胞を活性化することでエネルギー消費を円滑にすることです。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

アレルギー性疾患について
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

Ｑ
　
先
日
、
役
場
か
ら
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
の
で
見
る
と
、

医
療
費
の
欄
に
は
、
我
が
家
で
病
院

に
支
払
っ
た
金
額
の
三
倍
も
の
額
が

記
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

医
療
費
は
、
こ
ん
な
に
か
か
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
苫
前
町
の
国
保
で
は
、
年
六
回

“
医
療
費
の
お
知
ら
せ
”
を
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、
実

際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額
（
一

〇
割
）
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
っ
て
い
る
の
は
、
一
般
の
方
は
、

医
療
費
の
三
割
、
ま
た
は
老
人
保
健

医
療
受
給
者
の
方
は
一
割
（
一
定
以

上
所
得
者
の
方
は
二
割
）
に
あ
た
る

金
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

に
表
示
さ
れ
る
金
額
と

支
払
っ
た
金
額
に
は
、

大
き
な
差
が
あ
る
の
で

す
。そ

し
て
、
こ
の
大
き

な
差
額
の
分
は
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
頂
い
て
い

る
保
険
税
と
国
・
道
・

町
の
負
担
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
の
で
す
。

特
に
、
国
保
で
は
、
医
療
を
必
要

と
す
る
機
会
の
多
い
高
齢
の
方
の
加

入
が
多
く
、
毎
年
医
療
費
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
医
療
費
が
増

加
す
る
と
、
保
険
税
の
増
加
に
つ
な

が
り
、
皆
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

国
保
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た

め
に
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
そ

の
義
務
で
あ
る
保
険
税
を
き
ち
ん
と

納
付
さ
れ
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
、
医
療
費

を
有
効
に
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
医
療
費
に
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
ら
必

ず
見
る
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

苫
前
町
国
保
で
は
、
加
入
者

の
支
払
う
医
療
費
が
著
し
く
高

額
と
な
り
、
い
っ
た
ん
自
己
負

担
し
て
支
払
う
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
申

請
に
よ
り
支
払
い
に
必
要
な
資

金
の
貸
付
（
無
利
子
）
の
あ
っ

せ
ん
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
し
あ
わ

せ
係
国
保
担
当
（
六
四
―
二
二

一
五
内
線
二
七
一
）

ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お知らせ

国
保
Ｑ
＆
Ａ

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線273）まで

「家の中にわずかな段差や手すりのない廊下」、これらは高
齢者にとって、移動の妨げや転倒の原因になることがありま
す。そこで、より安心して暮らせる“住宅改修”をお勧めし
ます。段差を解消したり、手すりを取り付けたりする住宅改
修は、高齢者の自立した日常生活を助けることになります。

さらに転倒未然防止を未然に防いだり、移動が少しでも楽に
なることで、介護をする人の負担を軽くすることにもつなが
ります。介護保険制度では、このような住宅改修に対する給
付の適用がありますので、ご利用下さい。

Ｑ　支給額はどの位ですか？
Ａ　改修費用の９割（限度額20
万円）が支給され、利用者負
担は１割となりますが、限度
額を超えた費用や保険対象外
の工事費は全額自己負担とな
ります。
なお、改修にかかった費用
はいったん全額負担していた
だき、後日、その対象費用の
９割が支給（返還）されます。

Ｑ　支給を受けるには、どんな手続き
が必要ですか？

Ａ　事前に申請書類を町に提出してい
ただきます。
・住宅改修費支給申請書
・添付書類
①工事に係る見積書
②住宅改修が必要な理由書
（介護支援専門員等が作成したもの）
③改修前の日付入り写真
④住宅所有者の承諾書
（住宅所有者が異なる場合）
・改修終了後に支給申請を提出して
いただきます。
①改修にかかった領収書
③改修後の日付入り写真

Ｑ　どんな人が、どんなときに
利用できますか？
安全な生活を確保するための小規模な
住宅改修を行う場合、利用できます。

＜対象となる住宅改修＞
①　身体を支える手すりの設置
②　段差をなくすスロープ等の設置
③　滑りを防ぐ床や通路面の材質変更
④　引戸への扉の取替え
⑤　洋式への便器の取替え
⑥　①～⑤に付帯して必要となるその他
の住宅改修
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基
礎
年
金
に
上
乗
せ

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
七

九
二，

一
〇
〇
円
（
四
〇
年
間
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
）
で
す
が
、
老

後
に
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
を
よ
り

高
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
の
た
め
に
、
付
加
年
金
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
月
の

国
民
年
金
保
険
料
（
一
三，

八
六
〇

円
）
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て

納
め
る
こ
と
で
、
上
乗
せ
の
付
加
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
用
者
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
報
酬
に

付
加
年
金
の
額
は
？

付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
又
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
納
付
の

免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や
国

民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
の
額
は
一
ヶ
月
四
〇

〇
円
で
、
付
加
年
金
の
給
付
額
は

「
二
〇
〇
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
」
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

を
繰
上
げ
受
給
（
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
）
又
は
繰
下
げ
受
給
（
六

十
六
歳
以
降
）
す
る
場
合
に
は
、
付

加
年
金
も
繰
上
げ
又
は
繰
下
げ
受
給

と
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率

又
は
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
又
は
増

額
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
？

付
加
年
金
の
加
入
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
留
萌
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課
（
〇
一
六
四
―
四
三
―

七
二
一
二
）
又
は
苫
前
町
町
民
課
住

民
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入
に
つ

い
て
は
、
各
都
道
府
県
に
一
ヶ
所
ず

つ
設
立
さ
れ
て
い
る
「
地
域
型
国
民

年
金
基
金
」
か
、
二
十
五
の
業
種
別

に
設
立
さ
れ
て
い
る
「
職
業
型
国
民

年
金
基
金
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
国
民
年
金
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w
w
.n
p
fa
.o
r.jp

/

）

・この税金は、産業廃棄物の最終処分場への
搬入に対して課税されるもので、税収は、産
業廃棄物の排出制御やリサイクルの推進など
の費用に充てられます。
・この税金を負担する方は、産業廃棄物を排
出する事業者です。
・産業廃棄物を中間処理してから最終処分場
に搬入する場合は、中間処理業者の方が循環
資源利用促進法税を負担することになります
ので、中間処理業者の方は産業廃棄物を排出
する事業者に対し、中間処理料金に循環資源
利用促進税相当額を転嫁して請求することと
なります。
・負担する税額は、産業廃棄物１トン当たり、
次のとおりです。
＊平成18年10月1日から平成19年3月31日
まで330円
＊平成19年4月1日から平成20年3月31日ま
で660円
＊平成20年4月1日から1,000円
＊平成18年10月1日から平成20年3月31日
までの間は、最終処分業者（市町村を含む）
以外の方が行う自己処分について、上記の
税率より軽減した税率が適用されます。
詳しくは、留萌支庁税務課課税係
でんわ0164－42－8417までお問い合わ
せ下さい。

よ
っ
て
保
険
料
や
給
付
額
が
増
減
し

ま
す
が
、
自
営
業
者
な
ど
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
は
、
保
険

料
と
給
付
（
老
齢
基
礎
年
金
）
額
が

定
額
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
で
、
将
来
の
生

活
設
計
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
よ
り

高
い
も
の
に
し
た
い
方
の
た
め
に
、

付
加
年
金
の
よ
う
な
上
乗
せ
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
公
的
な

年
金
制
度
で
あ
る
国
民
年
金
基
金
、

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
、
農
業
者
が

加
入
で
き
る
農
業
者
年
金
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
上
乗
せ
制
度
の

保
険
料
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

じ
く
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

10月1日から、産業廃棄物に
関する税制度（循環資源利用促進税）

がスタートします。

場所：苫前町資料館
期間：７月２７日～８月２７日まで
内容：オオワシ、エゾフクロウ、エゾライチ

ョウ他、約９０種を展示。
料金：小中学生100円、高校、一般210円
＊月曜日休館（但し、夏休み期間は開館）

平 成 18 年 度 自 衛 官 募 集

資料館特別展「北の野鳥展」開催中

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か

募　集　種　目 資　　　　　格

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上24歳未満

高卒（見込含）21歳未満

高卒（見込含）24歳未満

高卒（見込含）21歳未満

受付締切

9月8日

試　　　　　験　　　　　日

9月19日

9月25日

1次：9月16日、2次：10月7日～13日

1次：9月16日、2次：10月7日～13日

1次：9月23日、2次：10月14日～19日、3次：11月12日～12月8日

1次：10月15日、2次：11月18日・19日

1次：11月11日・12日、2次：12月12日～15日
9月29日

試験会場

留　　萌

旭　　川

試験会場

平成18年

3月下旬

～

4月上旬

平成18年

4月上旬

留　　萌　

旭　　川

曹　候　補　士

一般曹候補学生

航　空　学　生

看　護　学　生

防 衛 大 学 校

●試験科目は、募集種目により異なります。細部はお問い合わせください。
●募集事務所の各担当地域の広報官がご説明にあがることがあります。その節は宜しくお願いします。
●問い合せ先：自衛隊留萌募集事務所　電話0164-42-4650

２等陸
・海・
空士　　

３･４月

採　 用

男子

女子



戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

五
十
嵐
ナ
カ
（
89
歳
）
６
月
18
日

古
丹
別

伊
藤
　
弘
美
（
73
歳
）
６
月
20
日

香
　
川

立
松
　
吉
信
（
93
歳
）
６
月
21
日

古
丹
別

角
井
　
　
弘
（
76
歳
）
６
月
22
日

力
　
昼

齋
藤
　
　
伍
（
67
歳
）
６
月
27
日

旭

後
藤
　
ナ
ツ
（
91
歳
）
７
月
３
日

古
丹
別

打
田
　
文
昌
（
49
歳
）
７
月
10
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

千
葉
奈
々
美

な

な

み

旭
／
年
子
　
６
月
11
日
古
丹
別

白
府
　
叶
大

か
な
た

正
志
／
美
穂
６
月
９
日
古
丹
別

二女三男

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

ご
み
を
出
す
時
の
分
別
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

今
後
、
各
家
庭
に
配
布
済
の
「
分

別
の
て
び
き
」
に
よ
る
ご
み
分
別
ル

ー
ル
の
再
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

分
別
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い

も
の
は
、
収
集
し
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

○
「
一
般
ゴ
ミ
」
で
分
別
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
。

＊
水
洗
い
さ
れ
て
い
な
い
貝
が
ら

例：

ホ
タ
テ
、
シ
ジ
ミ
、
ホ
ッ
キ
な
ど

＊
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
資
源
ゴ
ミ
）

の
混
入

例：

ビ
ニ
ー
ル
製
の
買
い
物
袋
、
中

身
の
残
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
等
の
容

器
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の

容
器
類
。

＊
一
般
ゴ
ミ
は
最
終
処
分
場
で
埋
立

処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
風
に
よ
り
飛
散

し
や
す
く
、
水
洗
い
さ
れ
て
い
な
い

貝
殻
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
等
の
容
器
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
類
の
容

器
が
原
因
で
カ
ラ
ス
が
大
量
に
発
生

し
ま
す
。
最
終
処
分
場
周
辺
の
衛
星

環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

三
町
村
衛
生
施
設
組
合
・
苫
前
町

こ
れ
か
ら
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
の
で
、
今
月
の
気
象
台
一
口
メ

モ
は
、「
台
風
」
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
台
風
は
い
つ
も
の
年
で
は
、

一
年
間
に
二
十
六
、
七
個
発
生
し
、

日
本
に
接
近
す
る
の
は
十
・
八
個
、

そ
の
う
ち
上
陸
は
二
・
六
個
で
す
。

ま
た
、
北
海
道
へ
接
近
す
る
の
は

一
・
五
個
で
、
八
月
〜
九
月
に
か
け

て
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

台
風
に
は
、
強
風
と
大
雨
が
つ
き

も
の
で
す
。

平
成
十
六
年
九
月
に
留
萌
沖
を
北
上

し
た
台
風
第
十
八
号
は
、
旭
川
で
南

南
西
三
十
・
三
m/s
、
羽
幌
で
南
南
西

四
十
六
・
九
m/s
の
最
大
瞬
間
風
速
を

観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
暴
風
に
よ
る

主
な
災
害
は
、
住
家
の
一
部
破
損
、

倒
木
な
ど
で
し
た
。
上
川
・
留
萌
地

方
で
は
死
者
こ
そ
出
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
負
傷
者
は
百
四
人
を
数
え
ま
し

た
。ま

た
、
昨
年
（
平
成
十
七
年
）
九

月
に
上
陸
し
た
台
風
第
十
四
号
は
、

台
風
に
加
え
前
線
の
影
響
で
大
雨
と

な
り
、
前
時
雨
山
（
富
良
野
市
）
で

百
六
十
八
㎜
、
幌
糠
（
留
萌
市
）
で

九
十
七
㎜
の
総
雨
量
を
観
測
し
、
こ

の
大
雨
に
よ
る
主
な
災
害
は
、
道
路

の
損
壊
、
山
崖
崩
れ
・
地
滑
り
、
堤

防
の
決
壊
な
ど
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
台
風
に
よ
っ
て
災
害

は
、
風
が
中
心
・
雨
が
中
心
と
い
っ

た
特
徴
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

台
風
が
襲
来
す
る
と
き
は
、
常
に
暴

風
、
高
波
、
河
川
の
増
水
・
氾
濫
、

低
い
土
地
の
浸
水
な
ど
に
よ
る
大
き

な
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
心
得
て
お

く
べ
き
で
し
ょ
う
。

気
象
台
で
は
、
台
風
の
接
近
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、「
台
風
に
関
す
る

情
報
」「
警
報
・
注
意
報
」
な
ど
の
気

象
情
報
を
発
表
し
、
警
戒
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
象
情
報
は

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報

を
利
用
し
て
下
さ
い
。

※
旭
川
地
方
気
象
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sapporojm

a.go.jp/
asahikaw

a.htm
l

※
問
い
合
わ
せ
先

旭
川
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

電
話：

〇
一
六
六-

三
二-

七
一
０
二

気
象
台
一
口
メ
モ
「
台
風
」

み
ん
な
で
守
ろ
う
「
ゴ
ミ
分
別
ル
ー
ル
」

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
東
　
川
　
平
　
井
　
金
太
郎
　
様

○
苫
　
前
　
関
　
　
　
　
武
　
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
小
　
川
　
中
　
山
　
綾
　
子
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
村
　
上
　
豊
　
幸
　
様

（
小
川
町
内
会
へ
）

○
小
　
川
　
中
　
山
　
綾
　
子
　
様

（
小
川
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
小
　
川
　
中
　
山
　
綾
　
子
　
様

（
力
昼
町
内
会
ヘ)

○
力
　
昼
　
角
　
井
　
伶
　
子
　
様

（
町
内
独
居
高
齢
者
ヘ
）

○
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
代
表

木
　
全
　
澄
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

８月 町税の納期
町道民税・国民健康保険税・介護保険料の
納入月です。納期内納入にご協力願います。

古
　
矢
　
　
　
攻
（
三
　
渓
）
星
　
　
　
美
和
子
（
三
　
渓
）

菅
　
野
　
孝
　
義
（
古
丹
別
）
後
　
藤
　
紀
代
恵
（
古
丹
別
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に発生件数　７件

死 者 数　０人
負傷者数　８人

交通事故死ゼロ日数は
６月30日現在で

789日

苫前町の交通事故情報
平成18年６月末現在

広報とままえ　８月号 13頁

住宅用火災警報器設置義務化に伴い悪質な訪問販
売等が出回っております。また消火器の訪問販売も
出回っておりますので、十分注意してください。

住宅火災による被害を減らすため新築住宅は平成18年6月1日か
ら、既存住宅は平成21年6月1日から設置が義務化となりすべての住
宅に設置が必要です。
家族の身を守るためにも早めの設置
をお願いします。
設置について、分からない事があれ
ばお気軽に消防にご相談下さい。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�64-2321
〃　　　　古丹別支署　�65-4119

付けていますか？住宅用火災警報器

悪質な訪問販売にはご注意下さい！

日　　時　9月9日(土)18:00～21:00
場　　所　消防署古丹別支署2階会議室
受講対象　15歳以上の町民
受 講 料　無料

応急手当普通救命講習会

9月3日～9月9日は
『救急医療週間』

9月9日は『救急の日
』

救える命はあなたの手で･･･！



広報とままえ　８月号 14頁

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年度売電実績 11,802,928円
平成18年6月分の実績・電力供給量
・供給電力量　 61,890kWh 

776,564円
◆◆お知らせ◆◆

風車２号機は、主軸受及び増速機の損傷により運転
を停止しています。修繕費用及び停止に伴う売電収入
の減少分については、風車建設工事請負人が全額保証
するものであり町の損失はありません。町では、でき
るだけ早期に復旧するよう要請していますが、海外か
らの部品調達等のため復旧時期は未定です。

▽
七
月
は
、「
お
祭
り
月
間
」
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。
苫
前
・
力
昼
・
古
丹

別
と
神
社
祭
が
続
き
、
三
十
日
の
「
第

三
回
北
海
道
風
車
ま
つ
り
」
に
は
、
約

五
千
人
が
来
場
し
た
▽
日
本
で
最
初
に

大
型
風
力
発
電
施
設
が
で
き
た
ま
ち
、

ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
風
か

お
る
人
が
輝
き
躍
動
す
る
ま
ち
」
な
ど

を
全
面
に
出
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る

▽
第
一
回
目
の
産
み
の
苦
し
み
は
あ
っ

た
が
、
二
回
、
三
回
を
開
催
し
、
若
干

イ
ベ
ン
ト
の
方
向
性
が
見
え
て
来
た
か

も
し
れ
な
い
▽
今
回
は
、
北
る
も
い
漁

協
苫
前
支
所
主
催
の
「
水
産
ま
つ
り
」

商
工
会
青
年
部
主
催
の
「
田
舎
で
あ
そ

う
ぼ
う
〜
体
験
版
〜
」、
道
開
発
局
が

主
催
の
「
漁
港
パ
ネ
ル
展
」
と
各
種
団

体
が
連
携
し
て
、「
シ
ー
フ
ロ
ン
パ
ー

ク
ゾ
ー
ン
」
一
帯
で
、
お
客
様
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
▽
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
楽
し
み

が
増
え
た
こ
と
は
確
か
で
、
イ
ベ
ン
ト

へ
行
く
楽
し
み
が
二
倍
、
三
倍
に
増
え

る
▽
連
携
、
協
力
、
協
働
は
、
言
葉
に

す
る
と
簡
単
で
あ
る
が
、
言
葉
ほ
ど
簡

単
に
物
事
は
運
ば
な
い
▽
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
物
事
を
進
め
る
第
一
歩
は
、

故
郷
を
思
う
「
お
祭
り
」
の
あ
り
方
か

ら
考
え
る
と
、
良
い
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
。

編

集

雑

記

帳

第3回
北海道風車まつり
花風車公園作品紹介

「花風車づくり」町民ひとり一本を目標に、町内の保育園（所）から小学校、
中学校、高校、社会教育団体、個人など六十団体が参加して、約五千七百本の花
風車を作成し、「とままえ風の花畑」が完成した。当日の花風車づくり体験コーナ
ーでは、約120名が体験した。

花風車ギャラリー花風車ギャラリー花風車ギャラリー

第3回
北海道風車まつり
花風車公園作品紹介

JA女性部 デイサービスセンター 栄浜婦人会 花づくり愛好会

野澤哲美さん 古丹別小学校 古丹別地区子ども会 古丹別中学校

古丹別婦人会 古丹別保育園 商工会女性部 図書室サポーター

体育協会 体育協会2 苫前商業高校 苫前小学校

苫前地区子ども会 苫前中学校 苫前婦人会 苫前保育所

役場青年部 風車まつり実行委員会 文化協会 老人クラブ連合会


